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(Ll::SI圧，食道一次嬬動波高 1f'f'.¥ I 嬬動波止、同！士 I ＇~.
1ドlヘ），食道24時間 pH 11汁十M t を測定し，運動機能




























【既往歴】 平成3年，げ AR, ：＼日（）にて CABG.
A¥R. FP bypass術施行






上皮癌 inf; a2, ie( +), 1 y3, v3, n3( +), i¥I,. Pl0, Stage I¥ 
であった．
























































































































があったため，患者 QOLと地孔閉塞を目的として 東海大学医学部 第二外科学教室
covered stentを挿入した.covered stentはUltraflexに 教授三富利夫先生
極薄ポリウレタン膜をはり作製し，内視鏡に装着し，










症例は45歳 女性胸やけ，逆流感を 8年前よ り自
覚．近医で食道演蕩の治療を受けていた．平成6年12
月の精査にて， lOcmにおよぶ Barrett食道を認めた．
胸部下部の潰疲性病変の biopsyにて腺癌認め， 0-II~ 
型 Barrett食道癌と診断された．平成6年12月19日，
右開胸開腹胸部食道亜全摘， 二領域リンパ節郭清，胸
